
日本香粧品学会誌　Vol. 42, No. 2, pp. 104–108 （2018）

〈教育セミナー〉

毛髪科学最前線—ヘアケアから再生医療まで—

ヘアケア製品（染毛剤，シャンプー，リンス）による皮膚障害
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Abstract
Many Japanese individuals develop gray hair with age, and thus hair dye products are useful for aesthetics and everyday 

life. However, there has been an increase in the number of cases of contact dermatitis following the use of hair dye. Allergic 
contact dermatitis has been observed in many patients and some cases develop contact urticaria as an immediate hypersen-
sitivity reaction to hair dye. It is therefore important for individuals to perform an initial strand and allergy test before using 
a product, and to visit a medical institution immediately if skin symptoms are seen following the use of hair dye. In my pre-
sentation, I described the actual symptoms of skin disorders induced by using hair care products, the allergens related to hair 
dye use, and the efforts of administrative bodies such as the Japan Hair Color Industry Association and the Skin Safety Case 
Information Network (SSCI-Net) website.
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1. は じ め に

現在，科学技術の進歩によって，新たな機能性を備え
た香粧品が，次々と開発，上市されている。製品の中に
は，予期せぬアレルギーなどの皮膚障害を生じるものが
あり，われわれはその時々で注意が必要な試薬成分につ
いて精通している必要がある。
一方，染毛剤によるアレルギー性接触皮膚炎は，以前
から現在に至るまで一定の割合で発生しており，発症し
ても原因だと気がつかない，もしくは気がついていても
使用を続けてしまい，思いもかけないほどの重篤なアレ
ルギー反応を誘発する場合がある。
本セミナーでは，主に染毛剤で誘発される臨床症状や
検査法，原因物質，そして，行政や企業，一般社団法人
SSCI-Netの取り組みについて述べた。

2. 染毛剤による皮膚障害

日本人をはじめとした黒髪の人種は加齢により白髪が
目立ち始めることから，中高年者の多くは定期的に白髪
染めを行っているなど，心豊かで充実した毎日を過ごす
ためのツールとして，染毛剤は日常に欠かせないモノの

一つになっている。しかしながら，染毛剤によるアレ
ルギー性接触皮膚炎が，以前から高頻に報告されてお
り，現在もその発症率は下がっていない 1）。また，一般
の消費者だけでなく，理美容師が発症することも少なく
なく，職業性皮膚疾患の一つともされている 2, 3）。染毛
剤によるアレルギー性接触皮膚炎の多くは，酸化染料の
p-phenylenediamine（PPD）やその類縁化合物により引き
起こされ，一度発症すると一生涯，原因物質に接触する
度に症状は誘発される 4）。
臨床症状は，ヘアカラーを実施した後，数時間か
ら1～2日後に薬剤の接触部位である頭皮に痒みや赤
み，湿疹を生じ，重篤な症例では著しい滲出液を伴っ
たり，顔面や眼瞼が腫脹し，入院加療を要する場合も
ある（Fig. 1）。頭皮を越えた部位にも皮疹を生じること
があるため，小泉らは，顔面・頸部の湿疹病変，体幹・
四肢の汎発性湿疹を診察した際には，接触原として染
毛剤を念頭に置くことが重要であると述べている 5）。ま
た，理美容師においては，難治性手湿疹の原因にもなる
（Fig. 2）。さらに，酸化染料により即時型アレルギーが
誘発されることも報告されている 6）。
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